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「情報端末の持ち帰り」にルールはありますか？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省は，GIGA スクール構想の実現に向けた各自治体等のＩＣＴ利活用状況について令和 3 年度

末の状況を把握するため，自治体等を対象とした各種調査結果を公表しています。その中の「自治体におけ

るＧＩＧＡスクール構想に関連する課題アンケート概要」によると，児童生徒の１人１台端末環境がほぼ整った

義務教育段階における課題の上位３項目は，以下の通りです。 

「 学校の学習指導での活用 」   「 教員のＩＣＴ活用指導力 」   「 持ち帰り関連 」 

  この調査によると，１人１台端末環境による教育実践の蓄積があっても無くても，上位の３項目は同じでし

た。皆さんの学校でも同様の課題を抱えているのではないでしょうか。各学校で情報を共有し，児童生徒の

資質・能力（情報活用能力）を伸ばすために頑張っていきましょう。 

１人１台端末環境が進んでいる昨今ではありますが，端末の長時間利用による児童生徒の健康面が心配

されます。文部科学省では，端末利用に当たっての児童生徒の健康への配慮等に関する啓発リーフレットを

作成しています。児童・生徒用のリーフレットにまとめられている「５つの約束」は以下の通りです。 

① タブレットを使うときは姿勢よく            

② ３０分に１回はタブレットから目を離す           

③ 寝る前にはタブレットは使わない     

④ 自分の目を大切にする  

⑤ ルールを守って使う 

また，ご家庭で気をつけていただきたいことについて，保護者用のリーフレットも作成しています。以下に一

部を抜粋しました。各学校において，ぜひ活用ください。 

 

 

出典：文部科学省 「端末利用に当たっての児童生徒の健康への配慮等に関する啓発リーフレットについて」 



年度更新の時期が迫っています！ ～１人１台情報端末～ 
 

 

 

 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

令和４年度のリアルタイム配信終了！～M ナビ TV 情報教育チャンネル～ 
 

 

 

 

 

番組名 コンセプト 番組数 視聴回数 

はじめての iPad 

Season２ 

はじめて iPad で授業をされる先生方を支援する。iPad の基本から授

業への活用までを考える。 
１０ ８5７ 

ＩＣＴを活用した 

校務効率化 

GIGA スクール構想によって大幅に進んだ教職員の ICT 環境を用い

て，様々な校務効率化を図れるようなＩＣＴの活用方法を紹介する。 
１０ 1054 

もっと！ 

プログラミング 

こ れ か ら プ ロ グ ラ ミ ン グ を 教 え る 先 生 方 の た め に ， Ｇ ｏ ｏ ｇ ｌ ｅ

Colaboratory を用いて，Python 言語について紹介する。 
７ 2076 

おらほの ＩＣＴ 
ＩＣＴを活用した教育実践に奮闘している学校・教員等を取り上げ，ＩＣＴ

活用のための情報提供を行う。 
７ １450 

令和 5 年１月現在 合計 ３４ ５437 
 

編集後記 

Ｍナビ新聞－情報教育通信－第１１号はいかがだったでしょうか。今回は，

「情報端末の持ち帰り」「年度更新」をメインにお伝えしました。令和４年度も

残り２ヶ月となりました。今年度のまとめの時期です。来年度の飛躍に向けて，

しっかりと力を蓄えましょう。なお，Ｍナビ新聞では皆様からのご感想・ご意見・

ご要望を募集しております。右記の二次元コードからフォームに記入していた

だけると幸いです。次号もお楽しみに！  （第１１号担当：戸羽） 

 

令和４年６月から新メンバーで再開していた「M ナビ TV 情報教育チャンネル」ですが，

令和４年１２月でリアルタイムの配信は一区切りです。それぞれの担当者が工夫を凝らした

番組を放送してきました。以下に番組名や番組のコンセプト等についてまとめました。視聴

回数は４番組の合計で５０００回を超えました。リアルタイムで見ることができなかった方は，

右記の二次元コードから視聴することができます。是非，ご覧ください。 

文部科学省では，GIGA スクール構想におけるクラウド等を利用した１人１台端末環境では，従来とは異なる

年度更新作業が必要となることから，「GIGA スクール構想 年度更新タスクリスト」を作成しています（二次元コ

ード参照）。ポイントとして次の４点を挙げています。 

① アカウント（ＩＤ）の更新 

複数のアカウントが存在することを見落とさずに，年度更新作業においてアカウント相互の順番が決まっ

ているものがあることにも留意し，全体のスケジュールと作業手順を明確にしておくことが重要です。 

② 端末の更新 

各学校に必要な端末は新年度の見込みの児童生徒数で整理し，年度更新作業については，年度末ま

でにほぼ完了させておき，新年度は転入・転出に応じて微調整での対応で済ませるような状態にしてお

くことが重要です。 

③ データの取扱い 

進級，転出入，進学，卒業時等において，学習成果物等をどのように扱うかについても 

方針を整理しておくことが重要です。 

④ 組織体制の整備 

学校設置者が中心となって体制・分担を明確化し，年度更新作業を進めるとともに，校長や学級担任等

においても，年度更新の考え方や新年度の準備状況等の全体像について理解することが重要です。 
 

また，「StuDX Style」では，1 人 1 台端末環境で，すでに年度更新を実施した自治体の情報を紹介してい

ます（二次元コード参照）。年度更新作業のヒントとしてお役立てください。各教育委員会や各学校の担当者の

ご負担は相当なものです。実情に合わせて，計画的に年度更新の準備を進めていただければと思います。 


